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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

池
田
一か

ず

成な
り

さ
ん
が
優
等
賞
首
席
を
受
賞

農
林
課
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
南
宇
和
高
校
に
派
遣

坂
尾
英え

い

治じ

さ
ん
が

愛
媛
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
感
謝
状

　

４
月
18
日
、
西
予
市
野
村
畜
産
総

合
振
興
セ
ン
タ
ー
で
和
子
牛
臨
時
市

場
セ
リ
と
併
せ
て
和
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ
り

１
１
４
頭
の
子
牛
が
出
品
さ
れ
、
池

田
一
成
さ
ん
（
広
見
）
の
出
品
牛
「
愛

都
１
１
３
」
が
『
去
勢
の
部
』
に
お

い
て
、
最
高
位
で
あ
る
優
等
賞
首
席

を
受
賞
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
か
ら

　

５
月
１
日
、
愛
南
町
と
愛
媛
県
教

育
委
員
会
が
県
立
南
宇
和
高
校
の
英

語
教
育
充
実
に
向
け
て
、
町
が
雇
用

す
る
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

同
校
に
派
遣
す
る
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
県
内
で
は
初
め
て
の
取
組
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
南
宇
和
高
校
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
行
う
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

10
倍
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
日
付
で
南
宇
和
高
校
に
派
遣
さ
れ

た
米
国
出
身
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
シ
ョ
ー
ト
・

ア
ー
ロ
ン
さ
ん
は
「
故
郷
の
話
な
ど

も
交
え
て
、
生
徒
の
英
語
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
役
立
ち
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

総
務
課
か
ら

　

５
月
21
日
、
愛
南
町
役
場
本
庁
で
本
町
の
坂

尾
英
治
さ
ん
が
、
総
務
省
愛
媛
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
の
末
光
一
成
所
長
か
ら
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
氏
が
多
年
に
わ
た
り
住
民
か
ら
の
行

政
に
対
す
る
意
見
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
た
め
に
地
道
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

坂
尾
さ
ん
の
功
労
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

消
防
本
部
か
ら

　

今
年
度
の
愛
南
町
消
防
団
本
部
役
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

　

４
月
14
日
に
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
本
部
役
員
以
下
幹
部
一
同

は
、
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
人
と
し
て
、

気
持
ち
を
新
た
に
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

平成30年度　消防団本部役員

団長 松岡　増
ます

幸
ゆき

副団長 小松　一
かず

好
よし

　〃 木村　俊
しゅんすけ

介
内海方面隊長 島内登

と

世
よ

樹
き

内海副方面隊長 前田　　 淳
あつし

御荘方面隊長 坂本　譲
じょうじ

司
御荘副方面隊長 清家　輝

てる

彦
ひこ

城辺方面隊長 山上　良
よし

人
と

城辺副方面隊長 孝野　覚
かく

也
や

一本松方面隊長 岡 　　 正
ただし

一本松副方面隊長 山本　清
きよ

人
と

西海方面隊長 菅原千
ち

代
よ

郎
よう

西海副方面隊長 福山　弘
ひろ

道
みち

（敬称略）
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愛
南
町
国
保
一
本
松
病
院
よ
り
医
師
の
紹
介

国
保
一
本
松
病
院
か
ら

南水研にやってきました！南水研にやってきました！
今年も愛媛大学南予水産研究センターに新しく９人の学生がやってきました。

これから専門コースで研究に励みながら愛南町を舞台にした活躍がはじまります。

愛媛大学南予水産研究センター愛媛大学南予水産研究センター

平岡定典さん
徳島県出身

山本梓沙さん
長野県出身

川上光哉さん
大阪府出身

近藤総一郎さん
愛知県出身

外山佐久良さん
大阪府出身

二宮彩ゆ梨さん
愛南町出身

下坂和希さん
大洲市出身

賀屋啓太さん
兵庫県出身

彌政　湧さん
広島県出身

愛
南
町
の
豊
か
な
自
然
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

愛
南
町
の
豊
か
な
自
然
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

ス
マ
の
研
究
を
頑
張
り
た
い
で
す
！

釣
り
も
好
き
な
の
で
、
愛
南
町
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

ス
マ
の
研
究
を
頑
張
り
た
い
で
す
！

釣
り
も
好
き
な
の
で
、
愛
南
町
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
が
好
き
な
の
で

積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
が
好
き
な
の
で

積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ア
オ
リ
イ
カ
命

一
撃
必
掛

ア
オ
リ
イ
カ
命

一
撃
必
掛

愛
南
の
魚
た
ち

底
０
m
か
ら
ゴ
ッ
ソ
リ

愛
南
の
魚
た
ち

底
０
m
か
ら
ゴ
ッ
ソ
リ

愛
南
町
で
海
を
沢
山
勉
強
し
て

海
で
沢
山
遊
ん
で

e
n
jo
y

し
た
い
で
す
！

愛
南
町
で
海
を
沢
山
勉
強
し
て

海
で
沢
山
遊
ん
で

e
n
jo
y

し
た
い
で
す
！

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

愛
南
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
つ
つ

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

愛
南
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
つ
つ

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ひらおか さだのり

こんどう そういちろう

や  まさ　    ゆう

か　や  けい た

にのみや  さ　ゆ　り

やまもと あず  さ

と  やま  さ   く   ら

しもさか かず き

かわかみ こう や

　

た
だ
い
ま
!!
在
日
本
ア
メ
リ
カ

海
軍
病
院
横
須
賀
か
ら
予
定
通
り

愛
南
町
に
帰
り
ま
し
た
。
予
定
と

は
異
な
り
ま
し
た
が
一
本
松
病
院

の
方
へ
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
勉
強
を
し

な
が
ら
の
毎
日
に
な
り
ま
す
が
、
療

養
を
中
心
と
し
て
重
要
な
機
能
を
持

つ
町
内
の
病
院
と
し
て
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
医
療
だ
け
で
な
く
教
育
面

で
愛
南
町
に
い
な
が
ら
ど
う
す
れ
ば

米
国
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
等
興
味

の
あ
る
方
は
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

W
e
lco

m
e
 to

 A
in

a
n
!!

◆
嶋
本
純じ
ゅ
ん
や也 

先
生
（
内
科
）

◆
安
川
正ま

さ

貴き 

先
生
（
内
科
）

　

４
月
か
ら
愛
媛
大
学
前
副
学
長
の

安
川
正
貴
先
生
が
診
療
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
安
川
先
生
の
専
門
は
血

液
疾
患
、
膠
原
病
、
免
疫
疾
患
、
感

染
症
な
ら
び
に
総
合
内
科
的
疾
患
で

す
。
血
液
疾
患
等
で
お
悩
み
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
診
療

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

月

診　

療　

日
（
６
月
〜
８
月
）

６
月

８
日
㈮
、
22
日
㈮
午
前
の
み
、
29
日
㈮

７
月

13
日
㈮

８
月

10
日
㈮
、
17
日
㈮
、
24
日
㈮
、
31
日
㈮
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平成30年度の各地域の行政協力員および副行政協力員をお知らせします

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ ○宗　田　清
きよ

　昭
あき

菊川第２ 　山　平　祥
しょう

  三
ぞう

菊川第３ 梶　原　正
しょう

　二
じ

菊川第４ 西　川　定
さだ

　和
かず

平　山 ○河　野　　 仁
ひとし

長　洲 　久　保　郁
いく

　夫
お

長　崎 ○齋　藤　武
たけ

　俊
とし

貝　塚 ○久保田　　啓
けい

八幡野 　吉　田　昭
あき

　生
お

本　町 　　岡　　　 勲
いさお

寺新町 　山　泉　孝
たか

　之
ゆき

栄　町 　埜　下　浩
ひろ

　孝
たか

地区名 行政協力員氏名

上　町 ○永　井　善
よし

　也
や

馬　場 　 尾　﨑　裕
ひろ

　志
し

下永ノ岡 　和　泉　利
とし

　秀
ひで

上永ノ岡 ○久　德　耕
こう

　一
いち

和口第１ 　山　本　真
しん

　也
や

和口第２ ○田　中　　 均
ひとし

長月第１ ○坪　﨑　正
まさ

　行
ゆき

長月第２ 木　下　憲
のり

　昭
あき

長月第３ 酒　井　平
つね

　雄
お

長月第４ 　山　口　　 隆
たかし

節　崎 ○高　江　　 学
まなぶ

馬　瀬 ○　森　　秀
ひで

　典
のり

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　健
つよし

赤　水 ○武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 　西　家　正
まさ

　人
と

尻　貝 濵　田　篤
あつ

　巳
み

奥の谷 大　島　茂
たかいちろう

一郎

中の谷 　山　下　芳
よし

　樹
き

高　手 ○黒　澤　知
とも

　生
お

灘　前 二　宮　　 與
あたえ

左右水 安　田　元
もと

　志
し

猿　鳴 猪　野　　 毅
たけし

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○田　中　啓
けいいちろう

一郎

増　田 ○石　河　　 浩
ひろし

小　山 ○釣　井　　 久
ひさし

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○篠　田　美
よし

　登
のり

広　見 ○岡　原　　 正
まさし

上大道 ○德　岡　　 朗
あきら

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○和　泉　　 久
ひさし

一本松 ○岩　村　讓
じょう

  二
じ

　行政協力員および副行政協力員は、町と町民の皆さまをつなぐパイプ役を担っています。

御荘地域

一本松地域

総務課から

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 檜　口　展
のぶ

　明
あき

下組第二 小　川　　 正
ただし

徳　田 國　松　正
まさ

　人
と

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 大奈路　　 至
いたる

御在所 射　場　藤
ふじ

　義
よし

大駄場 岡　本　光
みつ

　夫
お

太　田 松　本　悠
ゆう

　生
き

亀之串 柿　本　和
かず

　生
お

八人組 尾　崎　浩
こう

　児
じ

東中屋 中　井　宣
のぶ

　弘
ひろ

西中屋 小　松　幹
もと

　明
あき

東中組 中　谷　美
よし

　雄
お

中　組 德　岡　恭
きょう

  子
こ

西中組 德　原　満
みつ

　男
お

内尾串第一 田　増　直
なお

　也
や

内尾串第二 米　田　由
ゆ

　美
み

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 宮　岡　昌
まさ

　弘
ひろ

岡駄場 池　田　一
かず

　成
なり

名　路 辻　村　和
かず

　彦
ひこ

向　山 宮　本　敏
とし

　弘
ひろ

久保江 岡　 　　 正
ただし

東　一 宮　下　香
か よ こ

代子

東　二 清　水　勘
かん

　次
じ

西　一 荒　地　政
まさ

　友
とも

西　二 大　西　良
よし

　和
かず

坪　浜 河　内　直
なお

　樹
き

西　組 宮　谷　敏
とし

　彦
ひこ

東部第一 土　居　　 修
おさむ

東部第二 赤　松　邦
くに

　彦
ひこ

南　部 岡　原　　 久
ひさし

西　部 山　口　　 洋
ひろし

北　部 福　岡　義
よし

　人
と

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 山　田　信
のぶ

　正
まさ

広　岡 谷　村　幸
さち

　彦
ひこ

平　畑 鈴　木　竜
たつ

　也
や

中　串 武　田　弘
ひろ

　行
ゆき

東小山 浅　山　次
つぎ

　夫
お

本村第一 清　水　マサコ

本村第二 岩　村　俊
とし

　明
あき

坂　石 嘉　新　喜
よし

　文
ふみ

新　田 猪　野　彰
あき

　博
ひろ

大　又 大　森　義
よし

　久
ひさ

影　平 入　江　昌
まさ

　晃
あき

名　本 中　松　勝
しょう

  二
じ

奈　呂 山　岡　伸
のぶ

　好
よし

光　野 山　本　志
し

　郎
ろう

茶　堂 田　島　基
もと

　信
のぶ

弓　張 髙　田　知
とも

　明
あき

古　宅 土　居　尚
なお

　行
ゆき
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○高　魚　新
しん

　二
じ

魚神山 ○末　弘　経
つね

　博
ひろ

油　袋 ○朝　倉　建
けん

　二
じ

家　串 ○織　田　
けい

　三
ぞう

平　碆 ○中　川　庫
くら

　三
みつ

須ノ川 ○河　野　和
かず

　稔
とし

柏　崎 ○浪　口　靖
やす

　宏
ひろ

柏 ○脇　田　浅
せん

　三
ぞう

地区名 行政協力員氏名

越　田 池　田　　 栄
さかえ

弓　立 内　田　　 勝
まさる

小　浦 　中　田　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 ○長　岡　健
けん

　治
じ

久　家 山　下　龍
りゅう

  男
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 和　田　嗣
つぐ

　利
とし

福　浦 福　田　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 　楠　葉　和
かず

　弘
ひろ

中　泊 ○吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 　林　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○山　田　正
まさ

　明
あき

山　出 ○川　越　基
もと

　広
ひろ

梶郷上 久　德　　 隆
たかし

梶郷下 増　田　孝
たか

　士
し

大道上 　吉　田　英
ひで

　文
ふみ

大道下 ○宮　本　秀
ひで

　樹
き

樫　床 寺　岡　　 等
ひとし

樋　口 山　﨑　芳
よし

　久
ひさ

西　柳 淺　岡　洋
よう

　司
じ

岡 　原　　俊
しゅん

  次
じ

中　緑 金　繁　　 亮
りょう

当　時 中　山　繁
しげ

　伸
のぶ

下　緑 谷　脇　孝
たか

　紀
のり

左　谷 金　平　髙
たか

　文
ふみ

太　場 吉　田　良
よし

　香
か

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

神　越 ○久　徳　哲
てつ

　也
や

中の谷 　中　平　昌
まさ

　文
ふみ

鼻 　前　田　常
つね

　男
お

下長野 ○宮　本　一
かず

　大
ひろ

石井手 ○石　崎　安
やす

　男
お

地区名 行政協力員氏名

伊勢町 ○湯　浅　裕
ひろ

　記
ふみ

矢の町１ 　梶　原　岩
いわ

　雄
お

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 二　神　嘉
よし

　彦
ひこ

中町上 河　島　秀
ひで

　樹
き

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○裡　田　日
ひ で お

出夫

後　１ 　松　田　常
つね

　弘
ひろ

後　２ ○　旭　　好
よし

　則
のり

後　３ 　橋　村　正
まさ

　道
みち

清　水 前　田　良
よし

　成
なり

沖　１ 　濱　口　隆
たか

　司
し

沖　２ ○尾　﨑　敏
とし

　治
はる

松　本 ○岡　田　正
まさ

　寿
ひさ

久　保 　上　田　栄
えい

　造
ぞう

鳥　越 ○岸　本　房
ふさ

　雄
お

中　原 ○松　本　雅
まさ

　洋
ひろ

土　居 ○本　田　　 功
いさお

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 　吉　村　定
さだ

　託
よし

地区名 行政協力員氏名

中　玉 ○本　多　正
まさ

　志
し

大　浜 　武　田　徳
のり

　幸
ゆき

柿ノ浦 前　田　　 浩
ひろし

敦　盛 ○安　岡　幸
こう

　一
いち

岩　水 ○　岡　　雄
ゆう

　次
じ

垣　内 ○前　田　末
すえ

　光
みつ

東　浜 中　川　健
けん

　一
いち

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 小　松　勝
かつ

　彦
ひこ

鯆　越 　田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 ○間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 　幸　﨑　健
けん

　児
じ

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 ○本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 竹　田　武
たけ

　久
ひさ

西海地域

城辺地域

内海地域

　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

種別 管内 住宅名称及び所在地
構造

年月日
間取り 月額家賃 駐車場

地デジ
受信

公
営
住
宅

城
辺

三島団地5号棟（3階3号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
昭和52年

3DK
62.10㎡

9,900円～
14,800円 有 ◯

三島団地6号棟（4階3号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
昭和57年

3DK
67.70㎡

11,700円～
17,500円 有 ◯

御
荘

猪ノ尻西団地A-1棟（1階3号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
昭和52年

3DK
53.70㎡

10,800円～
16,200円 有 ◯

中浦団地（1階1号室）（1階3号室）（1階5号室）（3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

8,800円～
13,100円 有 ◯

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

城
辺

猿田団地（1階5号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

2LDK
73.98㎡ 53,000円 有 ◯

猿田団地（2階1号室）（2階4号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

3DK
76.46㎡ 53,000円 有 ◯

西
海

久家団地（1階3号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

3LDK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

久家団地（3階1号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

4DK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
①特別な場合は単身での申し込みができますが、部屋の面積が60㎡未満の住宅に限ります。
②入居には原則、連帯保証人が2名必要となり、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要で
す。なお、入居まで多少時間のかかる住宅もあります。

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

建
設
課
か
ら

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要
（
左
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間　

　

６
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

入
居
者
資
格　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住
を

希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申

込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事

情
の
場
合
は
別
途
相
談
を
受
け
ま
す
。

た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵
世
帯
を
お
持
ち
の
方
（
特
別
な
場
合

を
除
い
て
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ

ん
。
）

⑶
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑷
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

⑸
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】 

15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
　

〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
先

　

各
団
地（
住
宅
）
ご
と
で
の
申
込
み
と

な
り
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
で
入
居

の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

　

次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
方
に
更
新
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮

で
、
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付
中
の
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学

証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課
税
の
場
合
、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
判
定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
規
定
に
よ
っ

て
再
計
算
す
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る

方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
該
当
と
な
り

ま
す
が
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
収

入
や
控
除
に
増
減
が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付
中
の
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
対
象
学
習
塾
を
定
期
開
講
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課
か
ら

乳
房
超
音
波
検
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
学
習
塾
を
５
月
12
日

よ
り
、
定
期
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

授
業
形
態
は
、
受
講
者
が
持
参
し
た

教
材
・
宿
題
等
の
間
違
い
箇
所
や
不

明
な
箇
所
に
つ
い
て
、
講
師
が
指
導

す
る
形
式
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

愛
南
町
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
世
帯
の
小
・
中
学
生

日
程

　

第
１
、
２
、
４
土
曜
日
、

　

第
３
日
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

城
の
辺
学
習
館

受
講
料　

無
料　

　
　
　
　

※
教
材
等
は
各
自
持
参

問
合
せ  

　

保
健
福
祉
課

　

（
愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局
）  

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

■
児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

　

児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請

し
、
住
所
地
の
市
区
町
村
長（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
月
額

○
３
歳
未
満　

一
律
１
５
０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前　

第
１

子
・
第
２
子
１
０
０
０
０
円
、
第
３

子
以
降
１
５
０
０
０
円

　

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
18
歳
到

達
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
養
育

し
て
い
る
児
童
の
う
ち
３
番
目
以
降

を
い
い
ま
す
。

○
中
学
生 

一
律
１
０
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
の
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得

が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
当

た
り
月
額
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
毎

年
２
月
、
６
月
、10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら

30
日
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）
の
間
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
届
け
、児
童
手
当
を

引
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
、
６

月 

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

保
健
福
祉
課
か
ら

　

30
歳
代
女
性
を
対
象
と
し
た
乳
が

ん
検
診(

乳
房
超
音
波)

を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
城
辺

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
健
福

祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

30
歳
〜
39
歳　

女
性

■
日
時
・
場
所

　

９
月
20
日
㈭

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

９
時
30
分
〜
11
時
、

　

13
時
〜
14
時
30
分

 

10
月
５
日
㈮

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

９
時
〜
10
時
30
分
、

　

13
時
〜
14
時
30
分

※
希
望
の
時
間
を
事
前
に
お
聞
き
し

調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
要
予
約
：
各
日
36
名
限
定
）

申
込
み
・
問
合
せ
　

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

 

℡
７
３
―

７
４
０
０

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

30
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

認
知
症
に
関
連
す
る
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
認
知
症
」
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
と
っ
て
、
国
家
的
な
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
、
最
新
の
報
告

で
は
高
齢
者
の
四
人
に
一
人
が
「
認
知
症
」
も
し
く
は
「
認
知
症
予
備
軍
」
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
身

近
な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

物
忘
れ
の
不
安
や
苦
し
さ
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

  

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
に
限
ら
ず
、
医
療
や
介
護
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
等
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

■
場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁
１
階

  

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医(

精
神
科
医)

が
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
ご
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

■
日
時　

第
２
・
第
４
月
曜
日　

13
時
か
ら
17
時（
完
全
予
約
制
）

■
場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
を
患
っ
て
も
ご
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
専
門
職
に
よ
る
チ
ー
ム

が
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
日
時　

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

■
場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁
１
階（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

  

認
知
症
学
習
会

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
（
精
神
科
医
）
が
、
地
域
に
出
向
い
て
認
知
症

に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

年
２
回　

　
　
　
　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

集
会
所
・
公
民
館
等 

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

受
講
者
３
名
以
上
集
ま
れ
ば
、
事
務
局

か
ら
講
師
を
派
遣
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
標
準

的
な
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
、
講
話
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
を
90
分
程
度
行
い
ま
す
。

　

職
場
や
団
体
等
の
研
修
の
機
会
と
し
て

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

相　

談

学　

ぶ
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「
須
ノ
川
公
園
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
」
の
参
加
者
募
集

愛
南
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

  

認
知
症
カ
フ
ェ 

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
医
療
や
ケ
ア

の
専
門
職
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
が
気
軽
に

集
ま
り
、
交
流
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
認
知

症
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

月
１
回
程
度
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

御
荘
平
城
２
２
１
８
番
地
１

　
　
　
　

（
元
マ
ル
ニ
書
店
）

■
参
加
費　

無
料

  

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
事
前
登
録

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
の

方
が
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
消

防
、
警
察
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
が
連
携
し
て
行
方
不
明
者
の
早
期
発

見
や
保
護
を
行
い
、
そ
の
後
の
支
援
や
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
対
象　

認
知
症
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

■
利
用
方
法　

本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

手
続
き
に
は
、
印
鑑
と
写
真(

顔
写
真
・
全
身
が
写
っ

た
写
真
、
各
一
枚)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

℡
７
２
―

７
３
２
５

内
海
支
所
か
ら

　

須
ノ
川
海
岸
で
「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
の
も

と
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
家
族
や

友
人
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

　

８
月
４
日
㈯
５
日
㈰　

10
時
〜

（
天
候
・
海
の
状
況
に
よ
り
中
止
の

場
合
あ
り
）

場
所　

須
ノ
川
公
園（
海
岸
）

定
員　

各
回
と
も
20
名（
予
約
順
）

体
験
料　

１
人　

３
４
０
０
円

　
　
　
　

（
割
引
あ
り
）

申
込
締
切
日　

７
月
１
日
予
約
開
始

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
）

　

詳
し
く
は
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

須
ノ
川
公
園
管
理
事
務
所

℡
８
５
―

０
２
０
０

企
画
財
政
課
か
ら

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
８
月
５
日
㈰

と
10
月
７
日
㈰
〜
８
日（
月
・
祝
）
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

対
象

　

20
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
の
独
身
男

女
（
男
性
に
つ
い
て
は
、
町
内
在
住

の
方
に
限
り
ま
す
）

　

今
年
度
か
ら
、
町
内
在
住
の
女
性

の
募
集
も
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

集　

う

守　

る
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/
4期分

全期

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
の
振
替
日
は
毎
月

21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

わ
が
家
を
地
震
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

防
災
士
養
成
講
座　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
避
難
支
援
ア
プ
リ

「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
で
き
ま
し
た

防
災
対
策
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
お
よ
び
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
安
心

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、こ
の
補
助

金
を
活
用
し
、
我
が
家
の
耐
震
化
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
耐
震
診
断
を
経
て
改

修
工
事
を
行
う
と
、
最
大
１
４
４
万

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
耐
震
診
断
が
安

価
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

■
補
助
対
象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
、
階
数
が
２
階
以
下
で
延
べ

床
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅

■
補
助
申
請
受
付
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で

問
合
せ　

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

防
災
対
策
課
か
ら

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
防
災
・
減
災
の
知
識
・
技

能
を
身
に
つ
け
、
地
域
に
お
け
る
防

災
活
動
の
主
動
的
な
立
場
と
な
る
防

災
士
を
養
成
す
る
「
防
災
士
養
成
講

座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
17
時（
予
定
）

場
所　

南
予
地
方
局（
宇
和
島
市
）

対
象
者　

　

町
内
在
住
の
方
（
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
）

内
容 

①
事
前
レ
ポ
ー
ト
の
提
出 

②
２
日
間
の
講
義
を
受
講 

③
講
義
の
最
終
に
資
格
取
得
試
験
を

実
施 

④
講
義
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習（
３

時
間
）
を
受
講

受
講
料

　

無
料
（
宇
和
島
市
へ
の
交
通
費
は

町
が
負
担
し
ま
す
）

定
員　

10
名

申
込
方
法

　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
防
災
対
策
課

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

保
健
福
祉
課
か
ら

　

６
月
15
日
は
児
童
手
当
の
支
給
日

で
す
（
公
務
員
を
除
く
）。
対
象
の
方

に
は
す
で
に
書
面
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
と
お
り
、
支
払
通
知
書
は

送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。
通
帳
を
記
帳

し
て
入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

防
災
対
策
課
か
ら

　

こ
の
た
び
、
愛
媛
県
避
難
支
援
ア

プ
リ
「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
避
難
の
判
断
や

行
動
に
役
立
つ
情
報
を
即
座
に
提
供

し
、
県
下
全
域
に
お
け
る
円
滑
な
避

難
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
各
ス
ト
ア
か

ら
「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１
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アカデミー

6月は食育月間、
毎月19日は食育の日です!

食育

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　食育基本法が平成17年6月に成立したことによ

り、6 月を食育月間に。また、「育」という言葉が「い

く =19」を連想できることや「食」という言葉が「しょ

→初→ 1、く→ 9」と考えられることから、毎月19

日が食育の日と国で定められています。

　愛南町でも毎月19日を「愛南○○カレーの日」と

設定し、学校、保育所で、愛南町の食材を使ったカレー

を提供しています。

　食育の日には、大きな声

で「いただきます」「ごち

そうさま」といったり、家

族全員そろって楽しく食

事をするなど、ご家庭でも

少し「食」を意識してみて

はいかがでしょうか。

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免
除

と
一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。
一
部
免

除
に
は
、
４
分
の
１
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
の
３
種
類
が
あ

り
ま
す
。
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象

と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得

を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。
特
例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関

の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　

平
成
30
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
30
年
７
月
２
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
30
年
７
月
分
か
ら
平
成
31

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
が
あ
る
方
等
は
、
国
民

年
金
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の

 

年
金
出
張
相
談
（
予
約
制
）

 

○
６
月
19
日
㈫

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

「
絵
葉
書
作
り
」
体
験
者
募
集
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
で
は
、「
絵
葉
書
作
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
作
り
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
15
日
㈮ 

　
　
　

10
時
か
ら

場
所　

御
荘
平
城
「
平
城
公
民
館
」

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　

６
月
12
日
㈫

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１

4月の学校給食

「愛南新玉ねぎカレー」です!


